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取 扱 説 明 書



 

  ご使用に際しての注意事項とお願い 
 
 
このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。製品を安全にご使用いただくため、下
記の注意事項と本書をご一読されますようお願い申し上げます。 

 
 

１．電源電圧は仕様範囲内で使用してください。 
２．負荷は定格以下で使用してください。 
３．直射日光はさけて使用してください。 
４．可燃性ガスや発火物のある場所では使用しないでください。 
５．定格をこえる温湿度の場所や結露の起きやすい場所では使用しないでください。 
６．本体に激しい振動や衝撃を与えないでください。 
７．本体に金属粉・埃・水等が入らないようにしてください。 
８．ノイズの発生源、ノイズがのった強電線から入力信号線の配線、および製品本体を離してください。 
９．「安全の為、配線は電気工事、電気配線などの専門の技術を有する人が行ってください。 
   また、電気配線時は必ず電源を遮断した状態で行ってください。」 

１０．通電中は端子に触らないでください。感電のおそれがあります。 
１１．電源を入れた状態で分解したり内部に触れたりしないでください。感電のおそれがあります。 
１２．清掃する場合は乾いた布等で拭いてください。 
１３．端子台の各端子に接続する機器は、危険な活電部分から適切に絶縁されているものをご使用 

ください。 
１４．本機には電源スイッチは搭載されておらず、通電後に即、動作状態となります。お客様で組み 

込まれる機器側にて、IEC/EN60947-1またはIEC/EN60947-3規格に適合したスイッチまたは 
サーキットブレーカを非常時にすぐに操作できる位置に設置し、それが機器の遮断装置である 
ことを表示してください。 

 １５．本機はパネルマウント状態で使用するように設計されています。それ以外の状態で使用した場 
     合、機器が備えている保護が損なわれる可能性があります。 
 １６．電源コードは温度規定が７０℃以上のものをご使用ください。 

 
 
 
 

  製品概要 
 

本製品は、各種の流量センサから信号を受け、瞬時値と積算値の計測が可能なパネルマウントタイプの瞬時・

積算切換式指示計です。 

 

計測結果に対しての出力として、プリンセット２点出力機能が標準で付加されており、オプションによりアナログ

信号出力を追加することも可能です。 

 

パネルに取り付けされたフロント部は保護等級IP66に対応しており、粉塵や水回りの環境に適した製品です。 
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 １．付属品の確認と保証期間について 
 
 
 付属品の確認について 
 

本機が届きましたら、下記のものが揃っているか確認を行ってください。 
 
（１）TI-1100 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
 
（２）TI-1100の取扱説明書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
 
（３）パネル取付用パッキン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
 
（４）単位ラベル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 
上記で誤ったもの、または欠けているものがありましたら弊社営業窓口までご連絡ください。 
（お客様のご都合により付属されていない場合もございます。） 

 
 
 
 保証期間と保証範囲について 
 

１．保証期間 
 

ご購入日から１年間とさせていただきます。 
 
 ２．保証範囲 
 

本製品は万全の品質保証体制で製造しておりますが、正常な使用状態において保証期間内に 
当社製造責任による故障が生じた場合、修理または代替品の納入を無償で行わせていただきます。 
ただし、故障した製品についての無償対応の適否は当社の調査結果によるものとします。 
また、以下の項目に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。 
 
(1)カタログ、製品仕様書、取扱説明書などの記載事項に従わないで使用した場合の故障 
(2)火災・地震・風水害・落雷などの災害及び犯罪などの破壊行為に起因する故障 
(3)腐食環境下での使用による製品腐食に起因する故障 
(4)犬、猫、ねずみ、昆虫等の生物の行為に起因する故障 
(5)故障の原因が当製品以外に起因する故障 
(6)出荷当時の科学・技術水準で予見不可能であった故障 
(7)当社または当社が指定した者以外による修理や改造による故障 
(8)不適当な点検や消耗部品の保守・交換に起因する故障 
 
なお、ここでいう保証は当社製品単体の保証を意味するもので、当社製品の故障から誘発される 
お客様の損害（当社製品以外への損害・損傷、逸失利益、機会損失、輸送費用、工事費用等） 
につきましては、保証範囲外とさせていただきます。 
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 ２．仕 様 
（１）標準仕様 
項   目  仕    様  

 測 定 方 式  周 期 演 算 方 式  

 ７セグ表 示 器  赤 色 ＬＥＤ６桁  文 字 高 ：１４mm（瞬 時 ・積 算 表 示 切 換 ） 

 各状態表 示 器  緑 色 ＬＥＤ (RA,IP,TO,LC) 

 表示切換 瞬 時 ・積 算 ・停 電 回 数 表 示 切 換 ：  キーＯＮ／ＯＮにて切 換  

瞬  

時  

表  

示  

 測 定 精 度  ±０.０５％ ｒｄｇ．±１ｄｉｇｉｔ（表 示 サンプリング時 間 ０．５秒 以 上 ） 

 スケーリング(換算値) １信 号 あたりの倍 率 １×１０－ ９ ～９９９９で任 意 に設 定  

 小 数 点 以 下 表 示  小 数 点 以 下 １桁 ～４桁 まで表 示 選 択 可 能 （固 定 小 数 点 演 算 ） 

 表 示 単 位 時 間  時 ・分 ・秒 のいずれか選 択  

 表示サンプリング 表 示 を０.１～１００（任 意 に設 定 ）秒 で平 均 化  

 移 動 平 均 回 数  入 力 パルス数 を２～９（任 意 に設 定 ）で平 均 化  

 オートゼロ時 間  入 力 停 止 後 ０.１～９９.９（任 意 に設 定 ）秒 後 に表 示 を０ 

 最 下 位 桁 表 示  リアル表 示 ・０固 定 表 示 ・０または５を表 示  のいずれかを選 択  

 オーバー表示 表 示 オーバー時 、表 示 値 ９９９９９９点 滅  

 瞬 時 表 示 ランプ 瞬 時 計 測 値 を表 示 中 (RA)ＬＥＤ点 灯 （フロント  キーにて切 換 ） 

積  

算  

表  

示  

 測 定 精 度  
スケーリング（換 算 器 ）１において±０
（オートゼロ時 間 中 の積 算 選 択 は「入 力 をすべて積 算 する」時 において） 

 スケーリング(換算値) １信 号 あたりの倍 率 １×１０－ ９ ～９９９９で任 意 に設 定  

 小 数 点 以 下 表 示  小 数 点 以 下 １桁 ～４桁 まで表 示 選 択 可 能 （固 定 小 数 点 演 算 ） 

 オーバー表 示  エンドレス方 式 （オーバーしたら０から再 カウント） 

 積算上位表示 
フロント部     キーＯＮの間 上 位 ７～９桁 目  
を表 示 （但 し０００～９９９まで） 

 リセット 
フロント部     キー５秒 ＯＮ、または端 子 台 リセット入 力 １秒 以 上 ＯＮ 
(端 子 台 リセット：NPNオープンコレクタパルス出 力 、または有 接 点 出 力 を受 け付 け)

積 算 表 示 ランプ 積 算 計 測 値 を表 示 中 （TO）ＬＥＤ点 灯 （フロント   キーにて切 換 ） 

セ 
ン 
サ 

入  

力  

 入力形式 

 

                １０ｍＡ（８～２０ｍＡ） 

 

                   ４ｍＡ（０～６ｍＡ） 

 

４／１０ｍＡ電流パルス入力（内部抵抗４７０Ω） 

４ｍＡ：0～6ｍＡ，10ｍＡ：8～20ｍＡ                     ＤＩＰＳＷ 

電圧パルス入力（Ｌ：2V DC 以下，Ｈ：3.8～30V DC）      での選択 

 オープンコレクタパルス入力（12Ｖ DC 1.2ｍＡ以上） 

 無電圧ａ接点パルス入力（12Ｖ DC 1.2ｍＡ以上） 
 ローカット表示 ローカット時 、ローカット(LC)ＬＥＤ点 灯  

 入力パルス表示 パルス入 力 とほぼ同 期 されたパルス表 示 (IP)ＬＥＤランプ点 灯  

入 力 周 波 数  
LOW：0.01Hz～150Hz MID：0.01Hz～300Hz HI：0.01Hz～500Hz 
但 しduty５０％時     （ディップスイッチにより切 り換 え） 

そ 

 

の 

 

他  

停 電 回 数 表 示  
電 源 がＯＦＦ→ＯＮされた回 数 を表 示 （RA,TO ＬＥＤ消 灯 時 ） 
（フロント    キーにて切 換 ） 

 センサ供 給 電 源  
１２Ｖ DC（±10％）50mA MAX（安 定 化 ）出 力 又 は
２４Ｖ DC（±10％）15mA MAX（安 定 化 ）出 力 を端 子 台 で選 択  
※ 同 時 使 用 は不 可  

 モードプロテクト機能 フロント部    キー操作により機能 （モード設定を変更不可） 

 データバックアップ 
各設定値および積算計測値をＦＲＡＭに書き込み 

 （書き換え回数１０万回以内、約１０年間保持） 

 電源 85～264V AC 85mA 50/60Hz 

消 費 電 力  約 15ＶＡ以 下  

 使 用 温 湿 度 範 囲  ０～５０℃ ３０～８０％RH（但 し結 露 しないこと） 

 質 量 ・外 形 寸 法  約 ３３０ｇ Ｗ９６ × Ｈ４８ × Ｄ１３０mm 

 ケース材質・色 ＡＢＳ樹脂 （端子台：ＰＢＴ黒） 

本体色 黒 色  

取付方法 パネル埋込式 

 保護等級 ＩＰ６６（フロント部 のみ） 

使用環境 屋 内 使 用  

 ＲｏＨＳ ＲｏＨＳ指令対応品  

 ＣＥマーキング 非 対 応  
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（２）出力仕様 
≪リレー２段 出 力 ：Ｋオプション≫ 

警  

報  

出  

力  

２段 出 力  表 示 値 と各 プリセット値 との比 較 により判 定 出 力  

出 力 表 示  警 報 出 力 中  (OUT1、OUT2)赤 色 ＬＥＤ点 灯 表 示  

出 力 方 式 ・定 格  
リレー出 力 ２段  

定 格 制 御 容 量 ：AC250V(30V) 1A MAX. a接 点  

機 械 的 寿 命  2000万 回 以 上 （開 閉 頻 度 180回 ／分 において） 

出 力 リセット ﾌﾛﾝﾄ部    ＋    キー5秒ON、または端子台リセット入力1秒以上ONで警報出力を解除

判 定 出 力 禁 止 時 間 電源ON時、ﾘｾｯﾄ解除後、および各設定終了後、設定時間内は警報出力の機能を停止 

 

≪同 期 パルス出 力 ：Ｐオプション≫ 

パ 

ル 

ス 

出  

力  

出 力 方 式  設定された表示桁の更新に同期して出力 

信 号 レベル フォトモスリレー出 力  

出 力 定 格  35V AC/DC 0.3A MAX. a接 点  

 出力パルス幅 ０．０１～１．９９秒  任 意 設 定 可 能  

同 期 出 力 桁  １～４桁 で任意に設定可 

 

 ≪アナログ出 力 ：Ａオプション≫ 

ア 
ナ 
ロ 
グ 
出  
力  

電 流 出 力  ４～２０ｍＡ DC 負 荷 抵 抗 ５００Ω以 下  

出 力 精 度  表 示 値 に対 し±０.２％Ｆ.Ｓ.以 内 （２３℃） 

温 度 特 性  ±１００ppm／℃ 

出 力 応 答 時 間  約 ４０ｍｓ（アナログ変 化 が０％から９０％まで変 化 する時 間 ） 

最大出 力 分 解 能  

１２ビット Ｄ／Ａ変 換 方 式   ４０００分 解 能  
※但 し、モードＮｏ．１０の設 定 により、アナログ出 力 の分 解 能 は 

変 わります。４０００以 下 の設 定 をされた場 合 は、その値 の分 解 能  
になります。 
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３．ＴＩ－１１００の取り付け方法 
 
 
 ＴＩ－１１００の取り付けかた 
 
  １． 

パネルカットして、前面よりＴＩ－１１００を挿入してください。 
 
※防滴で使用される場合は付属の防滴パッキンをＴＩ－ 

１１００と取付板の間に挟みこんでください。 
 
 
 
 
 
 
   図１ 
 
 
 
  ２． 
 
 
 

ＴＩ－１１００の左右両サイドに取付具を挿しこんでください。 
 
 
 
 
 
 
 
   図２ 
 
 
  ３． 
 
 

取付具を後側（端子台側）にスライドさせ、ドライバーでねじを
まわし、ＴＩ－１１００をしっかり固定してください。 
（左右両サイド） 

 
 
 
 
 
 
  図３ 
 

ＴＩ－１１００取り付け時は、以下の点にご注意ください。 
 
１．水平に取り付けてください。 
２．板厚１．０mm～４．０mmのパネルに取り付けてください。 
３．取付具のねじは締めすぎないように注意してください。（締めすぎるとケースが破損する恐れがありま

す。） 
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 ４．フロント部の各名称とその機能 
 

図４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ①表示器（A～F） 

計 測 時：瞬時計測値、または積算計測値を表示します。 
設 定 中：モード設定時は、表示器Ａ、BにモードＮｏ．、表示器C～Fに現在の設定値が表示されます。 
         ：プリセット値設定時、および現在値設定時は現在設定されている設定値が表示されます。 
 

 ②瞬時動作ランプ（RA） 
計 測 時：瞬時計測時に点灯します。  
 

 
 ③積算動作ランプ（TO） 

計 測 時：積算計測時に点灯します。 
 

 
 ④ローカットランプ（LC） 

計 測 時：ローカットがかかっている時に点灯します。 
 
 

 ⑤入力パルス表示ランプ（IP） 
     計 測 時：センサ入力とほぼ同期されたパルス表示出力します。 
 
 
 ⑥警報出力１ランプ（OUT1） 
     計 測 時：警報出力OUT１の出力と同期して点灯します。 
     設 定 中：警報出力OUT1プリセット値設定時点検します。 
 
 

⑦警報出力２ランプ（OUT2） 
     計 測 時：警報出力OUT2の出力と同期して点灯します。 
     設 定 中：警報出力OUT2プリセット値設定時点灯します。 
 
 
 
 

8

9

7

6

3

2

4

5

表示器

A B

1

C D E F
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⑧モードキー      
計 測 時：各設定の呼び出しをします。 

                １．     ＋     を２秒以上ON → モード設定 
                ２．    ＋    を２秒以上ON → 積算値設定 
             ３．          を２秒以上ON → プリセット値設定 
     

  設 定 中：モード設定時はモードNo.の切り換えを行います。 
           ：プリセット値設定時はOUT1/OUT2の切り換えを行います。 

 
   ⑨アップキー 
       計 測 時：表示器が積算計測値を表示中、表示オーバーしている時に 
                このキーを押している間、オーバー回数（上位３桁）を表示します。 
       設 定 中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、積算値設定）は点滅表示 
                している桁を右へ移動します。 
 
 
   ⑩ダウンキー       
       計 測 時：    を２秒以上押すことによりモードプロテクト状態を表示します。 
                モードプロテクトON時    “ L―ON  ” 
                モードプロテクトOFF時   “ L―OFF ” 
       設 定 中：各設定中（モード設定、プルセット値設定、積算値設定）は点滅表示 
                している値を下げていきます。 
 
 
   ⑪シフトキー        

  計 測 時：    キーと同時押しでリレー解除として働きます。 
  設 定 中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、積算値設定）は点滅表示 
           している桁を右へ移動します。 

 
  

 ⑫エンターキー     
       計 測 時：瞬時表示／積算表示／停電回数表示の切り換えを行います。 
       設 定 中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、積算値設定）は設定値を登録し、 
                計測表示に戻します。 
 
 

⑬リセットキー      
  計 測 時：積算のデータ解除はこのキーを５秒以上押します。 
           停電回数のデータ解除はこのキーを５秒以上押します。 
           尚、後面端子台のリセット端子は、オールリセット 
           （リレー解除及び積算データ解除は１秒ON）として働きます。 
           停電回数のデータ解除は行いません。  
           又、計測時はこのキーと   キーを同時押しでリレー解除として働きます。 
  設 定 中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、積算値設定）は計測表示に戻します。 
            但し、設定値の登録は行いません。 
 
⑭停電回数表示 
  計 測 時：RAおよびTOランプが消灯時は停電回数表示になっている 
           ことを示します。７セグ表示器には停電回数が表示します。 
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 ５．端子台の接続方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  配線上の注意 
 

１） 安全の為、配線は電気工事配線などの専門の技術を有する人が行って下さい。 
また、電気配線時は必ず電源を遮断した状態で行って下さい。 

 
２）電源入力の確認 
１．電気配線時は感電等の事故に注意してください。 
２．ＡＣ電源仕様かＤＣ電源仕様かをよく確かめてから配線を行ってください。 
３．ＤＣ電源仕様の場合は ＋ － をよく確かめ、逆に接続しないようにしてください。 

 
 
３）端子名称をよく確認してから正しく配線してください。 

 
４）センサ電源はセンサ以外の用途に使用しないでください。 
 
５）端子台のネジは確実に締めてください。 

図５ 

 ＋      － 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

パルス出力 

リセット 

フォトモスリレー出力 

(オプション) 

警報出力１ 警報出力２ ４～２０ｍＡ 

２線式パルスセンサ 

３線式パルスセンサ 

AC電源 ＯＵＴ１       ＯＵＴ２ 

８    ９ 

８    ９ ６ 

パルス入力 

リレー出力(オプション) 

ＡＣ８５～２６４Ｖ 

ＲＳＴ  ＧＮＤ Ｎ.Ｃ.  １２Ｖ  ２４Ｖ  ＧＮＤ  ＩＮ   Ｎ.Ｃ. 

４/１０ｍＡ電流 

パルスセンサ 

アナログ出力 

(オプション) 

７           ９ 

１１  １２  １３  １４  １５  １６  １７  １８  １９  ２０ 

Ｆ.Ｇ.            Ｎ.Ｃ. 
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 Ａ．直流２線式パルスセンサ       図６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 B．３線式パルスセンサ         図７      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔注意〕 
 

・ノイズ等で誤カウントする場合は、同じ端子にフィルムコンデンサー（０．０１μＦ～０．１μＦ）を入力周波数と 
ノイズの幅に応じて接続してください。 

 

 

センサーＡ

IN 

９８

GND

Ａセンサー

７

24V

６

GND

８

IN 

９

+12V 
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 ６．ディップスイッチの設定方法 
 
 
                                         図８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ディップスイッチ DSW1-1 DSW1-2 DSW1-3 DSW1-4
  OFF  ⇔  ON 

センサ 

種類 

 ４ ／ １ ０ ｍ Ａ 電 流 パ ル ス ＯＦＦ ＯＮ   

 電 圧 パ ル ス ＯＦＦ ＯＦＦ    
 オ ー プ ン コ レ ク タ パ ル ス ＯＮ ＯＦＦ   
 無 電 圧 ａ 接 点 パ ル ス ＯＮ ＯＦＦ   

入力 

受付 

 入力周波数(0.01～150Hz)  ＯＦＦ ＯＮ
 入力周波数(0.01～300Hz)   ＯＮ ＯＦＦ 
 入力周波数(0.01～500Hz)   ＯＦＦ ＯＦＦ  

 
      ディップスイッチの設定はセンサの種類、入力受付周波数に応じて変更ができます。 
 
 
 
７．アナログ出力の調整方法 
 

工場にてアナログ出力は正確に調整されていますので、必要以外は触れないようにしてください。 

 ≪ 調整方法 ≫ 

   ①      キーを押しながら電源を入れ、テストモードにします。 

   ②      キーを７回押して、アナログ出力テストに合わせます。 

    （「1５．テストモード」を参照してください。） 

③ 以下の数値になるようにそれぞれスパンボリューム、ゼロボリュームを調整してください。 
                                           （必ずゼロボリュームから先に調整してください） 
 

表示値 電流値  
  ０  ４ｍＡ ゼロボリュームを回してください。 
１００ ２０ｍＡ スパンボリュームを回してください。 

                                      
            図９ 

                                              
 
 
 
 
 
 

 

 スパン調整ボリュームゼロ調整ボリューム

 
 

1
 
2
 
3
 
4
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 ８．プログラム設定表 
 
（１）モード設定値 
  プログラムNo.を選択することによりモード０１～１４は表１の通りとなります。 
                                                                                   表１ 
 
 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

No. 

Pro--0 Pro—1 

ND05 

Pro--2 

ND10-P,N

Pro--3

ND10-T

Pro--4

ND20 

Pro--5

OF05 

Pro--6

OF10 

Pro--7 

VN05 

VNS05 

Pro--8 

VN10 

VNS10 

Pro--9

VN20 

VNS20

ﾓｰﾄﾞNo. ＡＢ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ

０１ ０１ １０００ ２５００ ７６９２ ７６９２ ２５００ ４６００ ２５００ ８３３３ ８３３３ ５０００

０２ ０２ ３０１１ ６０１２ ６０１１ ６０１１ ５０１１ ７０１３ ６０１２ ８０１３ ７０１２ ６０１２

０３ ０３ －０２.０ －０１.０ －０１.０ －０１.０ －０１.０ －０１.０ －０１.０ －０１．０ －０１．０ －０１．０

０４ ０４ －０－０ －３－３ －３－３ －３－３ －３－３ －３－３ －３－３ －３－３ －３－３ －３－３

０５ ０５ １０２.０ ０１０.０ ０１０.０ ０１０.０ ０１０.０ ０１０.０ ０１０.０ ０１０．０ ０１０．０ ０１０．０

０６ ０６ －１１０ －１１０ －１１０ －１１０ －１１０ －１１０ －１１０ －１１０ －１１０ －１１０

０７ ０７ １０００ ２５００ ７６９２ ７６９２ ２５００ ４６００ ２５００ ８３３３ ８３３３ ５０００

０８ ０８ ３０００ ６０１２ ６０１１ ６０１１ ５０１１ ７０１３ ６０１２ ８０１３ ７０１２ ６０１２

０９ ０９ －－００ －－００ －－００ －－００ －－００ －－００ －－００ －－００ －－００ －－００

１０ １０ １０００ ０３００ ０２００ ０１００ ０６００ ０８３３ ０５００ １０００ １０００ ６０００

１１ １１ ００.０５ １１.００ １１.００ １１.００ １１.００ １１.００ １１.００ １１．００ １１．００ １１．００

１２ １２ ００００ ０００１ ０００１ ０００１ ０００１ ０００１ ０００１ ０００１ ０００１ ０００１

１３ １３ ００００ ００１１ ００１１ ００１１ ００１１ ００１１ ００１１ ００１１ ００１１ ００１１

１４ １４ －０－０ －０－０ －０－０ －０－０ －０－０ －０－０ －０－０ －０－０ －０－０ －０－０
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（２）その他の設定値 
  表１以外の一部センサーの設定値は表２の通りになります。 
 
                                  表２ 

 
型式 

ＶＮ０５ 

ＶＮＳ０５ 

ＶＮ１０ 

ＶＮＳ１０

ＶＮ２０ 

ＶＮＳ２０

センサー出力仕様 単位パルス（小レンジ） 

プログラムNo. Pro--0 Pro--0 Pro--0 

ﾓｰﾄﾞNo. ＡＢ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ ＣＤＥＦ 

０１ ０１ １０００ １０００ １０００ 

０２ ０２ ６０１３ ５０１２ ４０１２ 

０３ ０３ －０１．０ －０１．０ －０１．０

０４ ０４ －３－３ －３－３ －３－３

０５ ０５ ０１０．０ ０１０．０ ０１０．０

０６ ０６ －１１０ －１１０ －１１０ 

０７ ０７ １０００ １０００ １０００ 

０８ ０８ ６０１３ ５０１２ ４０１２ 

０９ ０９ －－００ －－００ －－００

１０ １０ １０００ １０００ ６０００ 

１１ １１ １１．００ １１．００ １１．００

１２ １２ ０００１ ０００１ ０００１ 

１３ １３ ００１１ ００１１ ００１１ 

１４ １４ －０－０ －０－０ －０－０

（３）各警報出力のプリセット値 
                              表３ 

警報出力 
初期設定値 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
ＯＵＴ１ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
ＯＵＴ２ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 

 
（４）積算値設定（積算計測のみ） 
                              表４ 

積算値設定 
初期設定値 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
積算表示値 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

 ※各モード設定は自由に変更できますが、初期値は表１の通りです。この初期値に 

   戻す方法（初期パラメータ設定）は、     キーを押しながら電源をＯＮにすることにより 

   設定できます。（詳細は「９．プログラム設定の呼び出し方と登録のしかた」を参照ください） 

   同時にプリセット値（表３）、積算値設定（表４）ともに初期化されます。 

    

   初期化を行うと現在の設定値がすべて初期設定値となりますので、初期化を行う場合はあらかじめ 

   現在の設定値の記録を残してから実行してください。 

    

   又、ノイズ等で内部のコンピュータが異常停止した時も、この方法で初期化を行い、希望の 

   設定値に合わせ直してください。   
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９．プログラム設定の呼び出し方と登録のしかた 
 
                                                             表５ 

操作キー 表 示 部 操  作  手  順 

    Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
  Ｐ  ｒ   ｏ  －  －  ０ 

      キーを押しながら電源ＯＮします。 

 これで表示器に“Ｐｒｏ－－０”が表示され 

 初期設定モードを呼び出した事になります。 

       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

  Ｐ  ｒ   ｏ  －  －  ０ 
 
 

0→1→2→ ・ ・ ・ →8→9 

      または    キーを押す毎に数値が上･下 

に可変します。 

 

目的のプログラムNo.を選択します。 

      
      キーを押しますと選択されましたプロ 

 グラムNo.に対応する初期値が登録され計測 

 モードに戻ります。 

      
      キーを押しますとプログラムNo.の登 

録は行わず計測モードに戻ります。 

 
 
   〔注意〕初期設定において登録しましたプログラムNo.は、モード設定を呼び出す毎に 
          “Ｐｒｏ－－×”と表示します。 
                        プログラムNo. 
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１０．モードの設定の呼び出し方と変更のしかた 
 

各モードを設定する時は、下表の通り各キーの操作を行って下さい。        表６ 
 

操作キー 表 示 部 操  作  手  順 

 
 

＋       

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 Ｐ ｒ ｏ  － － × 
 
    プログラムNo. 

  

キーと      キーを同時に２秒以上押 

 します。すると表示部Ａ～Ｆに現在選択され 

 ているプログラムNo.が表示されます。 

 
 
 
 
 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 ０ １．１１０ ０ ０ 

 

キーを押します。これで表示器Ａ・Ｂ 

  に“０１”が表示され、モードＮｏ.“０１” 

  を呼び出したことになります｡ 

 
 
 
 
 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 
 ０ １．１ ０ ０ ０ 
      → → → 

点滅表示の位置を変える時はこのキーを 

押します。一回押す毎に設定桁（点滅）が 

右に移動します。 

 
 
 
 
 

 

  
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ １．２ ０ ０ ０ 
 
 
     ０～９ 

点滅表示している数値を変更します。 

１度押すごとに数値が１ずつ上がっていきます。 

 （０→１→・・・→９→０→・・・） 

 設定により "９" まで無いものもあります。 

  
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ １．２ ０ ０ ０ 
 
 
     ０～９ 

 

点滅表示している数値を変更します。 

１度押すごとに数値が１ずつ下がっていきます。 

 （０→９→８→・・・→１→０→９・・） 
 設定により "９" まで無いものもあります。 

 
 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ ２．３ ０ ２ １ 
    
       ０１～１４ 

モードNo.を変更します。１度押すごとにモード 

 Ｎｏ．が１ずつ上がっていきます。 

（０１→０２→・・・→１３→１４→０１→・・・） 

 
 

 
モード“１４”まで設定を行いますと 

     キーにて登録して下さい。登録後 

計測モードに戻ります。（モード“１４”迄 

の途中に      キーを押してもかまいません。

登録後計測モードに戻ります。） 
  

モード設定中に      キーを押しても、 

計測モードに戻りますが、設定したデータは 

メモリされませんので注意して下さい。 
 
〔注意〕 このモード設定を行う時は、モードプロテクト機能状態をＯＦＦにしてください。 
          プロテクトモードＯＮの状態であれば設定値の変更はできません。 

モードプロテクト状態は計測中    を２秒以上押すことにより表示します。 
モードプロテクトＯＮ時  “ Ｌ－ＯＮ ” 
モードプロテクトＯＦＦ時 “ Ｌ－ＯＦＦ” 
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１１．積算値の設定の呼び出し方と変更のしかた 
 

 
現在の積算値を変更することができます。 
  下記手順に従って設定してください。 
                                       表７ 

操作キー 表 示 部 操  作  手  順 

  
 

＋    

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 ０ ０ １ ０ ０ ０ キーと     キー２秒以上押します。 

 これで表示器に現在の積算値が表示されます。 

 （例：現在の積算値が１０００とすると左記 

 の通り００１０００と表示します。） 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ ０ １ ０ ０ ０ 

→  →  →  → → 

 

点滅表示の位置を変える時はこのキーを 

押します。一回押す毎に設定桁（点滅）が右 

に移動します。 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ ０ ２ ０ ０ ０ 
 

 
０～９ 

 

点滅表示している数値を変更します。 

１度押すごとに数値が１ずつ上がっていきます。

 （０→１→・・・→９→０→・・・） 

  
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ ０ ２ ０ ０ ０ 
 
 
      ０～９ 

 

点滅表示している数値を変更します。 

１度押すごとに数値が１ずつ下がっていきます。 

 （０→９→８→・・・→１→０→９・・） 
 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

  ０ ０ ２ ０ ０ ０ 積算数値を設定後       キーにて登録して 

下さい。 

 積算値が設定されました表示になります。 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
  ０ ０ １ ０ ０ ０ 

  

キーを押しますと、積算値設定の 

 登録は行わず計測モードに戻ります。 
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１２．プリセット値の呼び出し方と変更のしかた 
 

                                                            表８ 
                                       

操作キー 表  示  部 操 作 手 順 

 
      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

      ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２   

 ● ○ 

 
キーを２秒以上押します。 

警報ランプＯＵＴ１が点灯し、 

表示器に９９９９９９が表示され、Ａ
が点滅表示します｡ 

      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
        ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２   
 ● ○ 

０～９ 

点滅表示している数値を変更します。

１度押すごとに数値が１ずつ上がって

いきます。 

 （０→１→２→・・・→９→０→１・・） 

 

        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
        ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２   
 ● ○ 

０～９ 

点滅表示している数値を変更します。

１度押すごとに数値が１ずつ下がって

いきます。 

 （０→９→８→・・・→１→０→９・・） 

 

         Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

        ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２     → → → → → 
  ● ○ 

点滅表示の位置を変える時は 

この      キーを押します。 

一回押す毎に設定桁（点滅）が右 

に移動します。 

 
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

      ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２   
 ○ ● 

 
キーを押します。 

警報ランプＯＵＴ１からＯＵＴ２へ移
り、ＯＵＴ２が点灯します。 

上記操作手順により、データ値を 

設定します。 

  
ＯＵＴ１及びＯＵＴ２の設定終了後  

      キーにて登録して下さい。 

登録後計測モードに戻ります。 

   
キーを押しますと設定登録 

は行わず、計測モードに戻り 

ます。 
 
 
 〔注意〕小数点はモード設定と連動されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 16 - 

 

 １３．モードNoと設定値の内容 
 

モードNo.  瞬時計測：スケーリングデータ（換算器）の設定 

 

 
    ０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ   Ｆ 
 
 
 
 
４桁数値 ０００１～９９９９ 
（００００は設定しないでください） 

  １パルス当たりの倍率を設定します。 "モード０２" の「ＥＸＰ値（１０のマイナス乗数）」と組み

合わせて設定してください。 

  設定範囲は「１×１０－９ ～９９９９」です。 

 〔例〕１パルス当たり１.２３４mLの流量センサを使用して瞬時流量をＬ（ﾘｯﾄﾙ） 

    で表示したい場合の設定は下記のとおりになります。 
 

           １.２３４mL     ０.００１２３４Ｌ              １２３４   ×  １０－６ 
                        表示したい値（Ｌ）に直します 
 
                                                  ４桁数値       ＥＸＰ値 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
   モード０１ 
 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
   モード０２ 

 

 ０ １．１ ０ ０ ０

 ０ １．１ ２ ３ ４ 

 ０ ２．６ ＊ ＊ ＊ 
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モードNo.  瞬時計測：ＥＸＰ値・最下位桁表示・単位時間・小数点位置の設定 

 

 
    ０２ 

 

        Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

 

 

 小数点位置 

０・・・     ０ 

１・・・   ０.０ 

２・・・  ０.００ 

３・・・ ０.０００ 

４・・・０.００００ 

 

                               単位時間 

０・・・毎時 

１・・・毎分 

２・・・毎秒 

   

                               最下位桁表示 

０・・・リアル表示 

１・・・下位桁０固定 

２・・・下位桁０または５を表示 

 

  ＥＸＰ値（乗数１０－ｎ）ｎ＝０～９ 

  小数点位置：瞬時表示で小数点以下何桁表示するかを設定します。 

 単位時間          ：瞬時表示の単位時間を設定します。 

  ０：時・・・１時間当たりの表示にします。 
  １：分・・・１分間当たりの表示にします。 
  ２：秒・・・１秒間当たりの表示にします。 

 最下位桁表示          ：最下位桁（１番右桁）の表示方法を設定します。 

  ０：リアル表示            ．．．表示サンプリング時間に同期して計測値を表示します。 
  １：下位桁０固定            ．．．常に「０」を表示します。 
  ２：下位桁０、または５を表示．．．計測値が０～４の時は０、５～９の時は５を表示します。 

 ＥＸＰ値          ：１０のマイナス乗数を設定します。 "モード０１" の設定値と 

        組み合わせて設定してください。 

 
 

モードNo.  瞬時計測：表示サンプリング時間の設定 

 

 
    ０３ 

  
    Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

 
 
 

表示サンプリング時間 

００.１～９９.９秒（００.０は１００秒） 

  入力信号をこの設定された時間で計測し、その平均値を演算するものです。 

 従って、設定された時間ごとに表示を平均化して更新することになります。 
  この設定は表示のチラツキ防止や表示安定に使用してください。  

 
 

 ０ ２．３ ０ １ １

０ ３．   ０ ２．０
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モードNｏ. 瞬時計測：移動平均パラメータ設定                 

 

   ０４． 

     Ａ Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

  ０ ４.      ０     ０  

                              パルス移動平均 

                                 １～９回 

                                 （０は１と同機能） 

                              表示移動平均 
                               １～９回 

                               （０は１と同機能） 

   ［パルス移動平均］ 

① 入力パルスの数を設定します。例えば、４と設定すると４つのパルスを取り込み 

   演算し、次のパルスを取り込み１番古いパルスを吐き出して演算表示を行います。 

   これは特にセンサの１パルス当たりの流量値が正確でない時に効果があります。 

  ■用途例 

   

       入力パルス 

                                                       １回目 

                                                          ２回目 

                                                             ３回目 

                                                                ４回目 

 

 

  〔注意〕この機能は２０Ｈｚ以下でお使い下さい。 

 

② 移動平均とサンプリング時間の関係 

   サンプリング時間を設定した場合、移動平均を最後に計測したデータで表示を行います。 

    （移動平均４の場合、サンプリング時間がＯＮする前の４パルス分のデータで表示を行います）

   ［表示移動平均］ 

① 瞬時計測表示の移動平均回数を設定します。 

   例えば、３と設定すると３回の瞬時計測データ取り込み演算し、次の瞬時計測データ 

   を取り込み１番古い瞬時計測データを吐き出して演算表示を行います。 

 

  ■動作例 （設定 ３）                     Ａ計測表示            Ｃ計測表示 

    瞬時計測データ                               Ｂ計測表示 

                 １.０       ２.０        ３.０        ４.０        ５.０  

 

Ａ計測 

                Ｂ計測 

                          Ｃ計測 

 

         

Ａ計測表示は ２.０ ＝ （１.０＋２.０＋３.０）÷３ 

        Ｂ計測表示は ３.０ ＝ （２.０＋３.０＋４.０）÷３ 

        Ｃ計測表示は ４.０ ＝ （３.０＋４.０＋５.０）÷３ 
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モードNo.  瞬時計測：オートゼロ時間の設定 

 

 
    ０５ 

 

       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

 

 
オートゼロ時間 

                          ００.０～９９.９秒（小数点位置は固定） 
 

ローカットランプ（ＬＣ）選択 
 ０・・・機能停止 
 １・・・機能有り 

 

  入力信号がこの設定された時間内に１パルスも入らなければ、その時点の瞬時 

表示値を"０" にする機能です。００.０秒と設定した場合は、機能停止します。 

オートゼロ機能有りに設定しているとローカットランプ〈ＬＣ〉が点灯します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ０ ５．１ ０  ２．０ 
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モードNo. 計測表示の選択設定：（停電回数／積算計測／瞬時計測） 

 

 
０６ 

 

       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 
 
 

停電回数表示選択 
０・・・表示無し 
１・・・表示有り 

 
   積算表示選択 

    ０・・・表示無し 
１・・・表示有り 

    
                         瞬時表示選択 
                             ０・・・表示無し 
                            １・・・表示有り 

〔停電回数表示選択〕 

① このモードを”１”にしますと停電回数を表示することができます。 

② 停電回数表示は他の瞬時積算表示と併用される場合には計測中の      キー 

により切り換えを行います。 

③ 停電回数表示中は〈ＲＡ〉ランプ、〈ＴＯ〉ランプがそれぞれ消灯し表示は 

   Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

   Ｐ  －  Ｘ   Ｘ   Ｘ   Ｘ        （Ｘは０～９の数値） 

    と停電回数を表示します。 

④ 停電回数データをクリアする場合は表示を停電回数表示にして     キー 

を５秒以上押してください。 

〔積算表示選択〕 

① このモードを”１”にしますと積算計測データを表示することができます。 

② 積算表示は他の瞬時表示等と併用される場合には計測中の      キーにより 

   切り換えを行います。 

③ 積算表示中は、〈ＴＯ〉ランプが点灯します。 

④ 積算データをクリアする場合は表示を積算表示にして     キーを５秒間 

   押してください。 

〔瞬時表示選択〕 

① このモードを”１”にしますと瞬時計測データを表示することができます。 

② 瞬時表示は他の積算表示等と併用される場合には計測中の      キーにより 

   切り換えを行います。 

③ 瞬時表示中は、〈ＲＡ〉ランプが点灯します。 

④ 瞬時計測データはリセットキーを押してもクリアされません。 

 全ての表示を「表示無し」に設定すると「 ― ― ― ― ― ― 」表示となり、 

 ＲＡ，ＴＯランプが点灯します。 

 
 
 
 
 
 
 

 ０ ６．   １  １ ０ 
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モードNo.  積算計測：スケーリングデータ（換算器）の設定 

 

 
０７ 

       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 
 
 

スケーリングデータ ０００１～９９９９ 
（００００は設定しないでください。） 

  積算計測の１信号当たりの倍率を設定します。 "モード０８" の「ＥＸＰ値 
  （１０のマイナス乗数）」と組み合わせて設定してください。 
  設定範囲は「１×１０－９ ～９９９９」です。 

 
 
 

モードNo.  積算計測：小数点位置・ＩＰランプ・オートゼロ時間・ＥＸＰ値の設定 

 

 
０８ 

 

       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 

 
 

小数点位置 
０・・・     ０ 
１・・・   ０．０ 
２・・・  ０．００ 
３・・・ ０．０００ 
４・・・０．００００ 

 
ＩＰランプ選択 

０・・・ＩＰランプ機能停止 
１・・・ＩＰランプ機能有り 

 
オートゼロ時間中の積算選択 

０・・・入力を全て積算する 
１・・・オートゼロ中は積算しない 

 
ＥＸＰ値  ｎ＝０～９（乗数１０－ｎ） 
 

 〔小数点位置〕 

積算表示で小数点以下何桁表示をするのかの位置を設定します。 
  警報出力を積算で出力する場合、プリセット設定時小数点は連動されます。 

〔ＩＰランプ〕 

  ＩＰランプ機能を選択しますとパルス入力が入る毎にＩＰランプが点灯します。 

 但し、入力周波数が約１０Ｈｚを越えますと常灯状態になります。 

〔オートゼロ中の積算選択〕 

  オートゼロ中積算しないを選択しますとオートゼロランプ点灯中に入るすべての 

  パルスを積算しません。 

〔ＥＸＰ値〕 

  "モード０１"の要領にて設定して下さい。 

 
 

 ０ ８．３ ０ ０ ０

 ０ ７．１ ０ ０ ０
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モードNo. アナログ出力：計測選択・出力桁の設定   （アナログ出力・・[Ａ]付きの場合） 

 

    ０９ 

 
      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ    
 
 

瞬時／積算時の選択 
０・・・出力しない 
１・・・瞬時時（サンプリングと同期） 
２・・・積算時 

 
アナログ出力桁の選択 
０・・・表示右 ４桁 
１・・・表示中央４桁 
２・・・表示左 ４桁 

 
〔瞬時／積算の選択〕 

  アナログ出力は瞬時で出力するか積算で出力するかと、どのタイミングで出力するかを選択し

て下さい。 

１：瞬時計測の表示サンプリング時間に同期して表示します。 
     ２：積算計測の積算表示値の更新に同期して出力します。 

（注． "出力しない" を選択した場合は、アナログ出力は４ｍＡ固定となります） 

 
 〔アナログ出力桁選択〕 

  アナログ出力はどの桁で出力するかを選択します。 

                 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ   Ｅ   Ｆ 
 
 
 
 

           右４桁 
    中央４桁 
 左４桁 

  

 
 
 

モードNo.  アナログ出力：最大出力時の表示値設定   （アナログ出力・・[Ａ]付きの場合） 

 

 
    １０ 

 
       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 
 
 

表示値 ０００１～９９９９ 

（００００は設定しないでください） 

 表示がいくらかの時にアナログＭＡＸを出力すればいいかを設定して下さい。 

  （例）表   示  ０   ～  １６００００ 

 

     アナログ出力 ４ ～ ２０ｍＡ 

     左４桁でアナログ出力をする。 
 

＜注意＞ 
瞬時／積算時の選択で「積算時」を選択した場合、積算表示が 
９９９９９９から０（オーバーフロー）になると、０と認識し４ｍＡ出力となります。 

（積算オーバーフローで２０ｍＡ出力継続になりませんのでご注意ください。） 
 

 １ ０．１ ０ ０ ０

 ０ ９．    ０ ０ 
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  モードNo.  積算計測：同期出力桁、パルス出力幅の設定  （パルス出力・・[Ｐ]付きの場合） 

 

 
    １１ 

 
       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 
 
 

パルス出力幅の設定 

０.０１～１.９９秒（０.００は機能停止） 

 

出力桁選択 

０・・・１桁目（Ｆ） 

１・・・２桁目（Ｅ） 

２・・・３桁目（Ｄ） 

３・・・４桁目（Ｃ） 

① この設定は積算時の同期パルス幅と、どの桁の表示が変わったらパルスを出力 

するかを設定するものです。 

   出力幅は０.０１～１.９９秒までの３桁の数値で入力します。 

② 例えば、出力幅を５０ｍｓ（０．０５）で表示の下１桁目より出力させたい場合は 

下記の設定にして下さい。 

                                            カウント表示（出力桁選択可） 
       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 

 

③ 同期出力幅は入力パルスごとに更新されますので、入力パルス幅より同期パルス幅 

の方が長い場合は出力され続けますので注意して下さい。 

 
 
 
 

 １ １．０ ０．０ ５

 １ １．０ ０．０ ５
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モードNo.  警報出力：ＯＵＴ１の設定         （警報出力・・[Ｋ]付きの場合） 

 

 
   １２ 

 
      Ａ  Ｂ   Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 
 

 出力方式 
                                 ０・・・比較      ５・・・100ms(1ｼｮｯﾄ) 
                                 １・・・保持      ６・・・250ms(1ｼｮｯﾄ) 
                                 ２・・・30ms(1ｼｮｯﾄ) ７・・・500ms(1ｼｮｯﾄ) 
                                 ３・・・50ms(1ｼｮｯﾄ) ８・・・1sec(1ｼｮｯﾄ) 
                                 ４・・・80ms(1ｼｮｯﾄ) ９・・・2sec(1ｼｮｯﾄ) 

 
 上限／下限選択 

０・・・上限 
１・・・下限（即) 

 
 出力選択 

０・・・出力しない 
 １・・・瞬時 
 ２・・・積算 
 
判定出力禁止時間 
 ０・・・即出力   ５・・・５秒 
 １・・・１秒     ６・・・６秒 
 ２・・・２秒     ７・・・７秒 
 ３・・・３秒     ８・・・８秒 
 ４・・・４秒     ９・・・９秒 

  警報出力は表示値とプリセット値を比較し、その結果により判定出力します。 

  プリセット値の設定は、「１２．プリセット値の呼び出し方と変更のしかた」を 
参照してください。 

〔判定出力禁止時間〕 
  電源ＯＮ、リセットＯＮ時（エッジ検出）、モード設定登録後、 
  プリセット値設定登録後、設定された時間経過後に出力されます。 
  設定された時間内にプリセット値以上、もしくはプリセット値以下で 
  あっても出力されません。 

〔上下限選択〕 
   プリセット値よりも上限で出力するか下限で出力するかを選択して下さい。 

〔出力選択〕 
  瞬時で出力するか積算で出力するかを選択して下さい。 
    "出力しない" を選択した場合は、リレー出力しません。 
 
 ＜注意＞ 

※出力選択で「積算」を選択した場合、下記の点に注意してください。 
   積算表示が９９９９９９から０（オーバーフロー）になると、警報出力は０と比較判定します。 

    （９９９９９９の次は１００００００と認識しません。） 

   

   例えば、比較出力／プリセット値１００／上限で出力する設定の場合、 

積算値が９９９９９９から０になると、警報出力が１度ＯＦＦになり、再度１００ 

以上になった時点でＯＮになります。 

１ショット出力／プリセット値１００／上限で出力する設定の場合、 

積算値が９９９９９９から０になった後、再度１００になると出力します。 

保持の場合は、９９９９９９から０になってもリセットされるまで出力解除されません。 

〔出力方式〕 
   ① ２～９は１ショット出力になります。 
   ② 比較出力はプリセット値とデータ値を比較して出力します。 
   ③ 保持はいったん出力すると上下限範囲内でも出力を保持します。 

 

 １ ２．０ ０ ０ ０
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モードNo.  警報出力：ＯＵＴ２の設定         （警報出力・・[Ｋ]付きの場合） 

 

 
   １３ 

 
       Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 
 

 出力方式 
                               ０：比較        ５：100ms(1ｼｮｯﾄ) 
                               １：保持        ６：250ms(1ｼｮｯﾄ) 
                               ２：30ms(1ｼｮｯﾄ) ７：500ms(1ｼｮｯﾄ) 
                               ３：50ms(1ｼｮｯﾄ) ８：250ms(1ｼｮｯﾄ)積算計測時は０復帰動作 
                               ４：80ms(1ｼｮｯﾄ) ９：500ms(1ｼｮｯﾄ)積算計測時は０復帰動作 
 

 上限／下限選択 
０・・・上限 
１・・・下限（即) 

 
 出力選択 

                                 ０・・・出力しない 
                                 １・・・瞬時 
                                 ２・・・積算（出力方式８，９は０復帰） 

 
判定出力禁止時間 

                               ０・・・即出力   ５・・・５秒 
                               １・・・１秒     ６・・・６秒 
                               ２・・・２秒     ７・・・７秒 
                               ３・・・３秒     ８・・・８秒 
                               ４・・・４秒     ９・・・９秒 

 各設定は "モード１２「警報出力：ＯＵＴ１の設定」"と同様です。 

０復帰動作・・・積算計測時に機能します。 
         設定された幅のパルスを１度出力して「０」に戻し、再度積算計測を始めます。
 
  ＜注意＞ 
   １．プリセット値は必ず下記の条件で設定してください。 
     ・上限 プリセット値 ＞ 積算値設定値 
   ２．計測を始める前に必ず１度リセットしてください。 
   ３．瞬時計測では設定しないでください。 
   ４．上限／下限選択の上限のみで動作します。下限には設定しないでください。 

 
 
 

 １ ３．０ ０ ０ ０
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モードNo.  警報出力用ヒステリシスの説明        （警報出力・・[Ｋ]付きの場合） 

 

 
１４ 

  

      Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ 
 
  

                              警報出力２用ヒステリシス 

                               ０～９％ 

                              警報出力１用ヒステリシス 
                              ０～９％  
 

〔ヒステリシス〕  
プリセットデータにより警報出力１、警報出力２それぞれ出力されます。 

  このヒステリシスはそれぞれのプリセットデータに対し設定された値の分 
  だけ警報出力の解除の幅を持たせることができます。 

 

 例）５％時 

 
   
 
 

１ ４   ０    ０

下限ワンショット 

５％ 

設定値 

５％ 

上限比較 

上限ワンショット 

下限比較 
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 １４．モードプロテクト機能 
 

モードプロテクト機能をＯＮにするとモード設定時に    キーと    キーの入力を無効にし、設定値を変更

できない状態にします。 

 
出荷時、モードプロテクトはＯＦＦになっています。 
 

 

 〔モードプロテクトのキー操作方法〕                                        表９ 

操作キー 表示部 操作内容 

     Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    

    Ｌ － Ｏ Ｆ Ｆ 

          ↑ 

（モードプロテクト状態：現在） 

計測表示の状態で２秒以上押します。 

現在のモードプロテクト状態が表示されます。
 
（出荷時はＬ－ｏＦＦとなっています） 

 
    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    
    Ｌ － Ｏ Ｎ 
          ↑ 
（モードプロテクト状態：変更） 

そのまま続けて8秒押し続けますとモードプロ

テクト状態が変更されます。 
 
※OFFの時はONに、ONの時はOFFに変更と

なります。 

   

   を押すのを止めると計測表示に戻ります。 

 
 
 〔注意〕警報プリセット出力値設定は、モードプロテクト機能に関係なく、設定値を変更できます。 
 

初期化しますと、モードプロテクト機能は「ＯＦＦ」となります。 
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１５．テストモード 
図１０ 

 

キー入力テスト

アナログ出力テスト

テストモード

（7segLED及びLEDランプテスト）

7segLED及びLED全点灯

表示スキャン

を押しながら電源ON

電源ＯＦＦで終了

小数点のみ全点灯

ソフトバージョン表示

機種名表示 (1秒間)

警報出力テスト ( 0:OFF 1:ON )

電源ＯＦＦ 
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１６．外形寸法図 
 

                                                         図１１ 
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 １７．端子台ラベル 
 
                                                        図１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白地に黒文字 

 

 

SER.No.

MODEL：

JAPAN

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

AC100-240V OUT1

Relay output

4-20mA

＋ －

OUT2

9

8 9

relay output
Photomos

7

５２ 

Ｒ２ 

８
６
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 １８．梱包 
 

                                                             図１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梱包箱ラベル（コクヨ ﾀｲ-2166N-W 相当） 

 

  記入項目 

      （１）型式 

      （２）シリアルNo 

      （３）プログラムNo 

 

    付属品 

       ・取扱説明書 

       ・パッキン 

       ・単位ラベル 
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 １９．単位ラベル                       

 
  
                                                          図１４ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              
黒時に銀抜き文字 文字高 2.0mm 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

kL t km mm/h m/h m3/h h-1 Mpa

L kg m mm/min m/min m3/min min-1 kPa

mL g cm mm/s m/s m3/s s-1 hPa

mA h mm cm/h kg/h L/h rph Pa 

mV min km3 cm/min kg/min L/min rpm A 

kW s m3 cm/s kg/s L/s rps A 

℃ Hz (nor) km/h g/min mL/min pcs V 

% kHz (std) N t/h ×10 ×100 V ̰ 

̰ 

１０ 

８０(８枚) 

３
．

５
 

２
８

(８
枚

) 
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